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「ＩＴ人材白書２０１８」から読み解く、
ＩＴ企業が進めるべき働き方改革
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１．「ＩＴ人材白書２０１８」概説
ｰＩＰＡ公開のＩＴ人材白書２０１８概説より抜粋ｰ
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デジタル変革時代におけるIT 事業・IT 業務とIT 人材の現状

6



7

7



8

8



9

9



10

10



11

11



12

参考：society5.0とは
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Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0の実現に向けて
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省庁横断での連携事業。「ＡＩ人材育成」の動き
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２．ＩＴ人材の“量”と“質”の経年変化
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２．ＩＴ企業の働き方改革
①働き方改革とは
②働き方改革の動向
③ＩＴ業界の働き方改革は
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①働き方改革とは
働き方改革は、一億総活躍社会実現に向けた最大のチャレンジ。多様な働き方を可能とするとと
もに、中間層の厚みを増しつつ、格差の固定化を回避し、成長と分配の好循環を実現するため、働

く人の立場・視点で取り組んでいきます。（引用：首相官邸「働き方改革の実現」）

背景：

労働人口の減少

対応策：
・働き手を増やす（労働市場に参加して
いない女性や高齢者）
・出生率の増加（将来の働き手を増やす）
・労働生産性向上
働き方改革の３つの柱：
①長時間労働

・法改正による時間外労働の上限規制の導入
・勤務間インターバル制度導入に向けた環境整備
・健康で働きやすい職場環境の整備
②非正規と正社員の格差
・同一労働同一賃金の実効性を確保する法制度
とガイドラインの整備
・非正規雇用労働者の正社員化などキャリアアッ
プの推進
③労働人口不足（高齢者の就労促進）
・継続雇用延長・定年延長の支援
・高齢者のマッチング支援

働き方改革実行計画（首相官邸）
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参考：働き方改革実行計画

働き方改革実行計画（首相官邸）
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サラリーマン川柳は働き方改革のネタ袋
出典：第一生命保険株式会社 サラリーマン川柳
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②働き方改革の動向（働き方・休み方改善ポータル（厚労省））

＜IT企業の主な動き＞
・各社働き方改革の専門部門を設立、推進強化
・働き方に関するアンケート調査を実施して、業務の効率化や働き方の改善に向けた
取組状況を部署別に把握。課題を見える化し、対策を打っている
・トップメッセージなどの啓蒙、制度周知徹底強化
・管理職層向けのマネジメント力向上研修、一般社員向けの意識改善研修実施

（１）長時間労働対策
・ノー残業デーやノー残業ウィークの設定
・残業申請手続き強化
・休暇取得率向上施策（アニバーサリー休暇、プロジェクト休暇、ゴルフ休暇・・・）
・サテライトオフィス、タッチダウンオフィス
・成果に基づく報酬制度を拡大
・短日短時間勤務制度、半日単位休暇を導入
・ある時間帯、社用メールの厳禁実施、定期的に消灯など
・会議の効率化と必要性の検討、社内報告資料内容の簡素化及び枚数上限設定

（２）非正規と正社員の格差

（３）労働人口不足（高齢者の就労促進）
・多様な社員がプロフェッショナルとしてベストの力を発揮できる環境の構築・改善に向けて、
取り組んでいる。
・育児・介護を行う社員を対象に「在宅勤務制度」「復職支援制度」を導入 26
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主なポイントは

①生産性、品質向上
技術力向上
プロマネ能力
ファシリテーション能力向上
デザイン能力

②ES向上（モチベーション向上）
ミドルマネジメント力の向上（意識変革、部下育成、権限移譲、問題解決能力・・・）
キャリアデザイン力向上（キャリアパスや教育制度策定・・・）
リカレント教育（「第四次産業革命スキル習得講座認定制度」 など）

③風土改革
イノベーション能力の向上（BA、BGM・・・）
ダイバーシティ対応能力向上
「出る杭は打つ」の風土の払しょく

④その他
人脈形成（社外活動の奨励・・・）
ベンチマーキングの実施

人材育成の観点より
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③ＩＴ業界の働き方改革は（ＩＴ人材白書２０１８より読み解く）

過去数年のＩＴ人材白書から国が危惧すること、産業界とのギャップが大きい
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鍵は「風土改革、モチベーションアップ、ＩＴ人材の“質”の向上」
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ＩＴ人材に求められる“質”と向上のプロセス

重要になるのは

30



31

ＩＴ業界の制度整備について（2016年調査より）
“質”の不足感、ＩＴ企業（やネットサービス企業）は高まり、ユーザ企業は緩和

（ｐ１８～ｐ２０）

過去にこんな調査をしていました
制度の運用は順調ですか？
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働き方改革に必要な企業文化と風土

人材の“質”の向上は生産性や品質に影響し働き方改革には重要。向上に
影響する企業文化と風土。7つの項目を設定
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7項目の調査結果

ＩＴ企業、ユーザー企業の傾向はほぼ同じとなっている。ネッワークサービス
企業は上位は変わらないが「多様な価値観を受け入れる／重んじる」が
上位に入っている
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ＩＴ業界におけるＩＴ人材の“質”の向上のための施策実施

ＩＴ人材の“質”向上のため従業員
満足度・モチベーションの向上などに
関する調査結果
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ＩＴ業界に必要な質
• 高い技術力（IT）

• IT業務の全般的な知識・実務ノウハウ

• IT業務の着実さ・正確さ

• IT業務の速さ

• 協調性・周囲への適応力

• 自発的に動く力

• 経験をベースにした問題解決力

• 問題を発見する力（探索能力）・デザイン力

• 独創性・創造性

• 顧客要求への対応力

• ネットワーキング力（人脈形成能力）

• 責任を持ってやり遂げる力

• 全体を見渡す能力

• 新しい技術への好奇心や適応力

• その他
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ＩＴ人材の“量”に対する過不足感

再び過不足感拡大

規模が小さいほど
過不足強い

IT企業編
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ＩＴ企業の“質”に対する不足感

不足感拡大
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ＩＴ人材における女性の割合／管理職の割合
最も割合が多い
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外国籍のＩＴ人材の割合
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シニア人材（定年後の再雇用）の割合
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職種別のＩＴ人材数とレベルの把握状況／職種
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スキル把握の方法と変化に対する認識
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モチベーション向上など会社の取組状況
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ＩＴ部門と事業部門における今後
ユーザー企業編
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ＩＴ人材の“量”に対する過不足感
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ＩＴ人材の“質”に対する不足感
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ＩＴ人材における女性の割合／管理職の割合／外国人の割合
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職種別のＩＴ人材数とレベルの把握状況／職種
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ＩＴ人材レベル／重要と考え育成していきたい人材

50



51

ＩＴ人材戦略（ユーザー企業）

51



52

人材のスキル把握
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変化の対応を認識しているか
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モチベーション向上施策
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モチベーション向上施策の効果
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インターネット関連事業の位置付け／実施事業と人材不足

ネットサービス実施企業編
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IT人材（ネット系）の“量”、“質”に対する不足感
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職種別のIT人材（ネット系）の数とレベルの把握状況／重要と考え育成
しているIT人材（ネット系）
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IT人材（ネット系）のIT人材戦略

59



60

従業員満足度、モチベーション向上等に関する会社の取り組みの重要
性の認識と施策の実施状況／役立つと思う施策
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“質”の向上のための従業員満足度、モチベーション向上等
に関する施策の効果
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企業文化や風土
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ご清聴ありがとうございました

ＥＮＤ
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